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生下時1.15瓩早産兒哺育治驗例並びに早産兒哺育に就て

　　　　　　長野赤十字病院産婦人科（医長小林敏政博士）

山本真一郞

A Successful Case Report in Nursing of a Premature 

Infant weighing only l.15 kg. on its Birth.

S. Yamamoto

　　　　　　　　　　　　　　Nftgano　Red－Cross　Hospital

　The　writcr　gives　here　liis　suc¢essfltl　rel）ort　iu　nursing　with　thick　milk　（high　percentaged

nillk），　eollvett，　Vit乳min　B．＆C．　proper　amount－of　wa士er，　a且d　vitacanpher　an　i皿f銀ちweig－

hi且9凹1yユユ5　kg・・it・bi・th，　w］・…b・di・・1・・g・…eem・d・t・・prema七…t・s・p・・at・f・・m

its　mother’s　body　f・r　its・wn　livin苦

　Alld　he　also　gives　his　general　reixtarks　on　the　lactatiou　of　prematuro　infallt＄・

緒 言

ev ℃Y児は諸機能も未だ母体外発育に適して居らないので哺育が困難で殊に休重の少いものは伺更で

ある。稀有であるが外国には0・6既（？vudQlf）⑤のものさえ報告され・本邦に於ても1・　Oo「⑲（天野）

1．09（柴田）⑰，1．1・1（太下）⑳，1．15（小林）⑤，1235（鈴木）⑱，1．27駈（内藤）⑳等の報告があるo

余は今回1．15施の姫i娠第7ケ月の早産児の哺育治験例を得たので報告し，且つ早産児哺育について

概読する。　　　　　　　　．　　・
　　　　　　　　　　　　　　念

　実験例。Uto着ミ040才3ケ月5回経康（家族歴）

夫健，性病否定．（既往歴）幼時健，初纒16オ3ケ月，

正｝1頂，持績3－4日，中ξ曽詰款，経時…無苦弄着，初婚25才，

再婚38才（現腰i）』，最終月紹咋年9月17日よりー3日問，

本年1月頑胎動自覚，分娩予定日昭和26年6月24日

4月下旬頃即ち妬娠第6ケ月卵・ら…次第に浮鵬咳嚇

金身倦怠を白麗し，之等を主訴として本年4月30日当

斜を訪オv昭和26年5月1目敗容された。

　現症。蚕身殊に類而下肢の浮腫は藩明臼1卜1第二大

動囎尤進，心尖第二脅鑓箸明，孚膀の発育及び腹

部，骨盤に特変なし。子宮底28加，第ご頭位，兄心音

は明瞭に聴取された。ワ氏反応，村田反応共に陰性・

血沈一時間値756二時間値92。便に寄生虫卵陰性。

J血L厘…210－1050原儒所見o蛋白3忽。　瓶『1陰凹…n赤∫‖L球

（－F、，！三｜血球（→一），塑買elZi乞　TXJオ三［…（十）05月2日ZF後3時

30分ゴムプジPユ2本挿入，観3El午前3時…5分，第

2後頭位で娩田，假死の外格別なLo

　見獺，。雄，峰1」噂身長4珊・繊の個死
のためピタカンフア・一・3蛇皮下注射し1背部搏打で低

犀に耐泣。頭部詣経線。前後径，大債径，小横径，大斜径，

／1、斜径，　肩園ラヒ々8，6，4．5，8．5，7，2．4］｛6，」1’t長一2酷は大陰

脇小陰唇を碑覆せず，爪指頭を越えず，応形機能殆ど

なく頭瘤，頭血腫も認めず，頭髭短疎，隣帯，卵膜に特

変なしo（哺育日誌）3／V午前3時5分，娩出時，チア

ノ・・ゼ，額面及四肢一糟にあり，ピタカンファー3蝿皮

下注射及背部榑打により哺泣する程度で，吸畷力殆ど

なくti・活力の微弱を認めたρで，午前6時頃eef〈　26－－28

度，潔度δ0％のクヴエeスkC入れ，ピタカンフア・－

0．5立巳，V．・BlO．5蛇（5雇を0，5妬、。　V、C25］篭（50

磁を0．5泥）及5％ブドウ糖10距を混合し午前，午後

各一同左右大腿交互に皮下注射したNめか吸畷力稽現

われ午後6時はじめて5％砂糖水2蝿を点滴嚥下させ

得た。5％糖加1！3牛乳5蛇2時間々隔に與え，胎便

排IH，2回排尿あり。6／V黄疽甜出現し后第7－8日に

．一苒?ｾとなり第28日に完全に消失した。　生活力の

減弱を防ぐために沐浴は6日まで実施せず。8／V体温

やうやく36匪以上の36度4分となる。gtv1／3牛乳

一一一一 �M乳彙7－10党…で総量48立1…体重1・09駈オィルバ

ス貸施す。刺戟を可及的滅少させるため7－1」日に1

回した。16／V体重1．0聴排尿4回排便3回性状良。
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19／V削痴衰弱のため小兄科医と相談助磁養糖4％

及び蕪糖4％の1！2牛乳約30蛇扇7回とし総加

り一138とし既述の混合注射はこの日まで績けた。

20／V体重1．08任となるも両大腿内但‖注射部位に小豆

大の水泡→化膿を招Rマーキaロクロームチンク油で

処置したが化膿進行したふめか鳩卵大となり，23／Vに

は壊疽気味となり25／Vには哺糺力滅退しカテ｛テル

騒制策養30妬2回体温38度化膿部位は発赤腫脹強く

穿刺により黄緑色の濃厚な膿汁を排出し得て，体温は

一時下降したが翌26／Vには体温再び39度に上昇，初

めてペニシリン（滴咽30万ぺ十チンクオレ｛フ油500

n）を塗布及ぺ・・シリンか溶性3万翠位の局所注射で

対抗した。27／V体重1．10庇既蓮の混合注射の大腿部

を肩脾骨間部とし再開す。体温36・8度。29／V左大腿

部再び発赤腫脹したXめ穿刺後永溶性ベニシリン3万

軍位2艶を注入す。31／Yf－L，k温39度に上昇したが，壊

疸部次第によく乾胞吸畷が曾強し1／2牛乳10－55妬

7回，体Pt　1．16冠駿疽部は発全国｝笥失肉芽発生良好と

なる。5ハ1哺乳量約40蛇ぴ・重12晒嶋し・気嫌

良好。6ハ1体重1．22駈高・酢帰？立す。11／XI体重1・40

硅身畏41叱化膿部位は浩癒し，哺乳景約50糎とな

り肥絆の兆を認むo：Lt］ハ1本臼希望退院体重1．55陛退

院後の26ハ1は体重ユβ0駈に憎加異常なし。

　　　　早産児哺育に就て　

　　　　　第一節　　栄　　　i箆

“早産見の漿養は非常に難し）・。乳汁としては’鵬しが

’勿論最良のものである事に異論はない。　（併し最近①

アメリカに於ては窟越するように阜産党殊に体重の少

いtsのには人工榮養の方がその哺育に適しているとX

はれているが・阜薩見は初解1池休貢の少・’・虚弱な場

合には吸畷力が充分でなく，また嚥下力も自然には殆

んどないこΣもあるn従つて直接母親からの哺乳が可

能なのは呼吸が訴遮さ剖！汗謂鋤が充分になり一定の

時開の授乳で疲労する事がなくなる時であるo故に母

乳の分泌は非常に悪くなる場合が多いoそれ故に一定

の開隔をおいて搾肌する必要が生ずる事があるo牛糺

についてみると新産兜では全乳でよいとする意見が最

近唱えられているから必ずしもt／3r1／2稀釈でなく

と・も2／3稀釈でよいと考える白この事に關して久慈◎

は稀釈乳と金乳とを比べて，その熱景及乳汁内に含ま

れているビタミン，酵索等のi多彊：であこと全乳を用い’

ても支障を来さぬから畿乳でよいと述べてEg・るo叉生

命維持には体重U舐当り③70カ・り一が絶歩寸に必要で

あると5ξわれ上Lつフk分’は伺ミ宜］駈当り］20ヵ巳出来れば］．

50釘iが至適であるという。これをi爽行するには経口，皮

下注射等があるが，久慈の提唱した④剛糠養剖鱒

することも有利であらう。こPtらのt　：ng關係を知るに

は毎同哺乳の遣及注射量鵠己録にと肺恵計する事が必

要である。猶前述したように人工榮養が母乳に優ると

いう提唱につ）・て述べると早産兄の食餌としては一一「w

に蛋醜のe量が害拾に多く且，脂肪のftgeは比較的

少く，又カロリ・・一が相当高い（ζれは，反面容量が少

くてすむ故）のがよいのでその質的割合｝ま磁當畷白

質5－6瓦o糖19瓦で脂肪は2・5瓦以下であるとい：。

カロ　リ＿はプロキロ120－125。　水分1δ0一ユ60立巳　故

に全乳を用いると次表に示す如く比較的少量の哺乳量

で割合にカロリHを澤山供給し得るわけであるo

人　乳

全牛乳

　　　　　　　1

司嚇紛戸
18G

100

＿　　　0

］3　　50

2，2

3，5

脂肪

6，7

3，5

糖

12

17．8

ロ｛カリ

120

120

　叉，G・・d・・翻L・vi・・は多数の早産見ng　n実tWの

結宋，人乳群の兄は1日］5－20瓦の体璽増加であつた

が，全？L群で解5－30瓦で遙かに優秀であつたとい

う。以上を概槻すると▲乳に於て良果を得たとみられ

るがWtつて考えると，母乳栄養は免疫，酵素其他の点

より最も優秀なものであらうことは想像にかたくなく，

たL“早ms見の分娩直后の哺育という問題と閥聯して少

rgの乳汁Ptで高力・‥娯えi不足分の水分は注射

等で縮とX・5eと酵え醐るから余は禰の中間
をとつて2β稀釈は賞用すぺ齢のと考えられるから

必ずしも1／3－－1／2稀釈の牛乳でなくとも2／3稀釈で

よいと考える．2／3稀釈の場含に於ては表よ朔らか

である如く人乳よりも同カロリーで容頚は少く且つ脂

肪が著明に少いからさして消化に悪影響がなく且つ吸

畷力が少い場合すぐ吸畷による疲労のはげしい早産児

にも悪影響の比較的少いものであらうo

　　　　　第＝節　　保　　　温

早醐は一般の縦児に比して休麺獅葺比較的大

であるから熱唖散多くその上加り噸たる乳汁補

給は不充分とな嚇ちの上に呼吸鋼の不蜘酸索ρ

供給を妨げこれに体温の調節能力の不充分なため体温

下降に拍軍をかけ保温の必要性が首肯される。故に室

部の糎を甜華螂5－85°Fに保ち倒曝置として賞
用・・．・1・．・・diのは保温器（クヴエース）（温度7い80°F湿

度50－60％）である。との設備のなv蒋は小さな糎

がよく，仕切りをつけて湯タンポ等を用いるが時々厄

ll搬温して37．7℃を保たせるようにすぺきである。時

には休温が上昇しても気付かぬことが間々あり湯タン

ポ等での保温は暖めすぎぬζとが肝要であるo



　次犀衣類であるがガーゼとかサラシの柔かで且っ吸

湿力あり保；毘にi薩し洗漂に容易なものとし清潔を保て

るようにするo　フランネル或は毛織物等を㊧きすぎ

て却つて体力を弱めることもあるから泣意が肝要であ

るo

　　　　第三節　　感染防止
　早産児は皮膚の抵抗力が弱く皮膚の損傷をうけやす

く又それが原因となり膿庖を作ることがあるからその

取扱いに際しては燈重なる消毒が必要で手指の漕毒，

ガウン，マ7・ク，を用y・るがよい。注射部位には肌着

を直接つける字なく特に大腿部に行われたときは糞便

滅で不潔になり易いから滅菌ガーゼで覆うがよいo

次に蒲産兄の鼻咽喉釧：占膜は軟弱であるから風邪を

引きやすく且っ口腔粘膜にも病菌が感染しやすいから

早産掘に封する注意力は嚴重なほどよく看護人の指導

を完蚕にすべきである。次に以上よりまして何として

も育て上げるという熱心の態度と注意が極めて建要で

あることを附記する’

　　　　　第四節　補助療法
　　　　　　第Pt項　ビタミン療法

　本邦では生后6ケ月未満の児では・te　PtミンAは1日

2000国際箪位B131）二gC401ng　DCOO国【祭軍位となつて）・

る。⑤早産児では更に多くのビタミンが必璽と云はれ

て居りこれらビタミンの新陳代謝及土活機能充泌作昭

が利用翻噺産児及早熊児へのB及Gの鷹用研究が目

立つている。V，　Btの効果については矢内原》⑥杉江

0等は譜効を認めVOに関しては八＊，⑤香西⑨
，Ttvroscthl（【L等の有効報告力晦る。何・tvも体重滅少率少

くt減少体重恢復速かで牛活力旺盛となるのを報告し

て居る〔香西は作用機輔は熟生休細胞を刺戟してそ．の

機韻を覚醒せしむるものとして居るが1苛この外にビタ

ミンCは肝臓内の含水炭素代謝機能に関與すると云わ

れているからブドー糖の併用も有効であらう。更にB

とCとは相互摺弧作用があり併用は皐独使用に勝ると

考える。

　　　　　第二項　インシユリン療法

　本療法は肥絆療法として内科的にも鷹用せられ含水

　炭素の分解同化を促進して生活力を旺盛にし榮養を

増すので］日．Vo．gt（1925，）やMalmet鯵の有効報告以

来諸家の遍試があり本邦で’よ内藤，八木⑰が有効とし

て居る，その結果は哺乳力哺乳還増大し休重の滅少率

体重の恢復率等は封照と比べて藩Lく良好であると，

たy“この副作用としてチアノドゼ休温低下呼吸促迫が

注射鍬起るが之はインシ＝リンが過鍬の時或は本注射

　が心負撫となる時でE（bるから注窟が肝要である。

　　　　　第三三項　性ホルモン療法

w　班嫌血液申に含宥され尿中に排泄される卵胞ホルモ
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ン及所謂旙下垂体前葉ホルモンの事箕は周知であるが

これは亦胎児血中に含まれ生后数日間尿中に排泄され

るので是等ホルモソは胎塊発育に関與するものであら

うと考へ且早産児はこのホルモンを充分に享受し得な

いで出産したものとさ・？V是等ホルモン投奥で早産児哺

育治瞼を得んと考えたのが本療法であるがその結果は

少いと考へられてゐる。

　　　　　第四項　」血藩及血液療法

　如i婦血液殊に血清を早産児に投與して生活力を増彊

させるので内藤⑫は崎帯」血清及胎盤後血清を内服叉は

注射し八木，堀⑲ば娩時医取した母体」血清を分娩后

5時間から1日鐙4．0妬以内皮下注射何れも有効であつ

ltとし，この血清作用は血清蛋白体の刺戟作用と雄婦

血清申に含有される性ホ〃モンの作用ならんと考えら

れる。簡軍且随所で行ひ得て・しかも副作用はないもの

とされてゐる近時骨髄輪」血も鷹用されて居る。

　　　　　第五項水分補給療法
　早産児は新陳代謝がはげしく饅餓熱が起りやすいた

め水分の補給の重要性は一般に認められて居るこのた

めに坐理食塩水，リンゲル氏液，ロック氏液，5～10％

ブドウ糖液等を注腸乃至注射されるが他療法と併用す

べきものと考えられneマilmy◎は生理食塩水にブドウ

糖とカルヂアゾ・・ルを混じて1日50妬背部皮下注射で

有効成績をあげ小林⑤も5％ブドウ糖10此にピタカン

1琵V．BV．Cを混合注射し有効であ’った．と報告してゐ

る。この皮下注射は強心剤の併用によつて吸牧が速で

ある。畠 @「

第六項その他の療法

　早産児は哺乳力が非常に弱く，時には絶無の事もあ

るから時々困難を感ずる。

　乳汁投與方法としては母乳を搾つて之を保温し点眼

ピペツト或は匙で口巾へ滴下するとか，ゴム乳頭を吸

わせてその中に滴下するとか注射筒を蓮結する人もあ

るo

　嚥下反射のないと竜は胃ゾソデ，叉はカテーテルを

用ひ久慈愈◎は5暑～6暑ネラトンカーテルを日から

胃に邊り（鼻からの挿入は狭くて不便で口から挿入t

ても反射機能がないから割に容易であるといふ。身長

と食道との割合は　身長〉く0・2十6・2阿＝食置の長さ

である。）

　之に1匝融0～50泥をH謝筒で注入1日fPtf－o－－s）5e

～300妬に達せしめる。弧制栄養法を報告し氏は109

例r枳匝死亡llyg，／：0，9％）で他の諸刺戟療法54例巾死亡

5例（11％）lc比し優秀である・とのべ砂田，須田⑯，柴’

山，⑰鈴木，＠等は何れも本法を推1賞して居る。
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　　　　　　　考　　　　察

　以上かち綜合考擦すると余の例はクヴエ’スの利用

により保温が趣めて合理的に行われたが感染防止につ

いては不麗にも大腿注射部位に化膿壊疽部を作つたが

これは注射部位が大腿部であつたことS且看護婦生徒

の指導が不十分であつたことによるものでこの失敗は

嚴重なる看覗により或は防げ得たものと考える。そし

て，eの化膿壊疽が生活力に悪影響を及ぼしたと考え

られ体重増加は違々として実に残念に思われる。而し

てかXる際のペニシリンの出現は有効に作用したと信

ずる。水分補給も挟くべからざる要素で新陳代謝に好

影響を與える事から水分の補給（皮下注射）はNevinn

yも凡に彊調して居り余も叉殊に水分補給の意味をか

ねたP％ブドウ糖にピタカンフアーV・Bl　VCの混合皮

下注射をなし生活力を旺盛に吸畷力を増加せしめて居

’つたが化膿壊疽が激しくなつたXめ｝⊂吸畷力が消失し

困却しキ時｝（は弧鼠栄養が有効に作用したと考える。

次に栄養については従来は早産児で体重の2駈以下cp

ものでは1／3牛乳或はユ／2牛乳で哺育すべきものとさ

結

れて居たが近時は新産児では1／2稀釈は勿諭全乳まで

も用いられるようになつた。之は既蓮の如く容量が比

較的小である乳量から比較的力・リーの高い栄養が補

給される利点があるためであるが余はその中間の2／3

稀釈を用いて臨淋的にいさ瓦かの肉体的及浩化的の障

碍をみなかつた。それ故吸畷力が少い場合又すぐ吸吸

による疲労のはげしい早産児にも悪影響の比較的少い

ものであらうと考え，この問題について将来も検討を

つ～ごける心意である。而して▲乳，2／3稀釈（比較的濃

厚稀釈牛乳）では水分の補給と云う問題が一考されな

ければならない。早産！Huではプロキロ120－150ccの水

分が必要とされ此較的濃厚稀釈牛乳（金乳2／3牛乳）

のみではこの水分を摂取することが困難であり殊に余

の例の如く体fkrの小なるものでは愉更であるから5％

プドウ糖の皮下注射によつて補われることが必要であ

ると考えるN融・・yの方法と比葺鄭搬厚稀釈牛乳栄養

の方法とが比殻的体重の少い早産児哺育一指針として

一考すべき問題と考える。

語

余は熱心なる看護，栄養のクヴエース保温之にブドウ糖，VBIVC．ビタカンフア療法で生下時休重

：・．15班の早産児の哺育に成功し生後46日目1．55冠で順調｝ご成長しつxある治験例を報昔し且つ早産

児の哺育療法に就て述べた。稿を絡るに当り指導校閲を賜わつた小林欝長に深甚なる感謝の意を表す。
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